
様式 S－４２－２ 研究計画調書（添付ファイル項目）
挑戦的研究（萌芽） １挑戦ⓗ◊✲㸦ⴌⱆ㸧㸯 

㸯 ◊✲┠ⓗ及び◊✲方ἲ、応募⪅の◊✲㐙⾜⬟力 

本研究種目は審査区分表の「中区分」で審査されます。記㏙に当たっては広い分㔝構成で多角的視点から審査が行われるこ

とに注意すること。 

① 本研究の目的 

② その研究目的を㐩成するための研究方法㸦研究体制㸦「研究組織」にある研究者及び研究協力者のそれぞれの役割㸧を

含む㸧 

③ 応募者の研究㐙行能力㸦これまでの研究活動の具体的な内容等。必要に応じて今回の研究構想に直接㛵係しないものを

含めてもよい。㸧 

について、㸰㡫以内で焦点を絞って具体的かつ明確に記㏙すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式㹑㸫㸲㸰㸫㸰研究計画調書㸦添付ファイル㡯目㸧 

研究計画௒ॽ作੔に౲たってཻ意すること 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 

留意事㡯①㸸 

1. 本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変㠉・㌿換させる潜在性を有する挑戦

的研究を募㞟するものです㸦㸦萌芽㸧については、探索的性㉁の強い、あるいは芽生え期の

研究計画も対象としています㸧。応募に当たっては自㌟の研究計画がその㊃旨に沿ったもの

であるかを十分に確認すること。 

2. 挑戦的研究㸦萌芽㸧は審査区分表の中区分により、広い分㔝の委員構成で多角的視点から審

査が行われることに留意の上、研究計画調書を作成すること。 

3. 挑戦的研究㸦萌芽㸧では、様式㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧に研究計画調書

㸦Web入力㡯目㸧の前半㒊分を加えた「研究計画調書㸦概要版㸧」のみによる事前の㑅考を

行います㸦応募件数が少ない場合、事前の㑅考は行いません㸧。 

4. 書㠃審査では、様式㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧は参照できないため、様式

㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧と本様式は独立に作成する必要があります。例

えば、様式㹑㸫㸲㸰㸫㸯㸦「研究計画調書の概要」欄㸧に㍕せた図を本様式で引用すること

はできないため、必要な図はそれぞれに記㍕すること。 

 

留意事㡯②㸸 

1. 作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要㡿を必ず確認すること。 

2. 本文全体は㸯㸯ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各㡫の上㒊のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた㡫数は㉸えないこと。なお、空白の㡫が生じても削㝖しないこと。 

 

○ຌཻ意事項の಼༲をॉ෾に確೟し、研究計画௒ॽの作੔࣎にはこのテキストボックスごと削ঈすること○ 

 

　ーー　※留意事項　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
研究計画調書作成に当たって留意すること
　ーー　※留意事項 1○　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　　１．本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・転換させる潜在性を有する挑戦
　　　　的研究を募集するものです（（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の
　　　　研究計画も対象としています）。応募に当たっては自身の研究計画がその趣旨に沿ったもの
　　　　であるかを十分に確認すること。
　　２．挑戦的研究（萌芽）は審査区分表の中区分により、広い分野の委員構成で多角的視点から審
　　　　査が行われることに留意の上、研究計画調書を作成すること。
　　３．挑戦的研究（萌芽）では、様式Ｓ–４２–１（「研究計画調書の概要」欄）に研究計画調書
　　　　（Web入力項目）の前半部分を加えた「研究計画調書（概要版）」のみによる事前の選考を
　　　　行います（応募件数が少ない場合、事前の選考は行いません）。
　　４．書面審査では、様式Ｓ–４２–１（「研究計画調書の概要」欄）は参照できないため、様式
　　　　Ｓ–４２–１（「研究計画調書の概要」欄）と本様式は独立に作成する必要があります。例
　　　　えば、様式Ｓ–４２–１（「研究計画調書の概要」欄）に載せた図を本様式で引用すること
　　　　はできないため、必要な図はそれぞれに記載すること。

　ーー　※留意事項 2○　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　　１．作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要領を必ず確認すること。
　　２．本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。
　　３．各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。
　　４．指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。
　本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書の作成時には本留意事項を削除すること。
　 (\JSPSInstructionsなどを消す)

　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
象の卵の研究目的は．．．
象の卵の研究計画は．．．
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【１　研究目的及び研究方法、応募者の研究遂行能力（つづき） 】
挑戦的研究（萌芽） ２



挑戦的研究（萌芽） ３挑戦ⓗ◊✲㸦ⴌⱆ㸧㸱 

㸰 挑戦ⓗ◊✲としての意⩏㸦本◊✲✀┠に応募する⌮⏤㸧 

本研究種目は、これまでの学術の体系や方向を大きく変㠉・㌿換させる潜在性を有する挑戦的研究を募㞟するものです。 

① これまでの研究活動を㋃まえ、この研究構想に至った背景と経緯 

② 学術の現状を㋃まえ、本研究構想が挑戦的研究としてどのような意義を有するか、探索的性㉁の強い、あるいは芽生え

期の研究計画である場合には挑戦的研究としての可能性を有するか 

について㸯㡫以内で記㏙すること。 

 

 

 

風呂で巨大な温泉卵について考えていて、ふと思いついた。
この発見により、哺乳類は卵を産まないという学術の世界の「常識の殻」を文字通り打ち破る

ことができる。また、他分野の研究の場においても、古くからの「常識の殻」を打ち砕くきっか
けとなり、科学全体が大きく前進するきっかけとなる。



挑戦的研究（萌芽） ４挑戦ⓗ◊✲㸦ⴌⱆ㸧㸲 

㸱 人権の保ㆤ及びἲ令➼の㑂守への対応㸦公募せ㡿㸲㡫参↷㸧 

本研究を㐙行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの㓄慮を必要とする研究、生命倫

理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指㔪・法令等㸦国㝿共同研究を行う国・地域の指㔪・法令等を含む㸧に基づ

く手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、㸯㡫以内で記㏙すること。 

個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査㸦個人履歴・映像を含む㸧、提供を受けた試料の使用、ヒト

㑇伝子解析研究、㑇伝子組換え実㦂、動物実㦂など、研究機㛵内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研

究・実㦂などが対象となります。 

該当しない場合には、その旨記㏙すること。 

 

 

 

象の卵の ES細胞の培養、象のクローンの生成などは行わない。
LATEXの便利な機能については、egg ***.tex や sample pdf/egg ***.pdfをご覧ください。


